
Ⅱ 教科の問題に関する結果 

１ 小学校                                    

（１）国語 

【第５学年】 

   実施児童数    10,073 人  

     設問数 16 問  

   平均正答率    73.2 ％  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第６学年】 

 

 

 

 

 

実施児童数 10,627 人  

設問数 16 問  

平均正答率 63.8 ％  

正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:人数〔人) 
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正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:人数〔人) 



【結果から見られる成果（改善傾向）と課題】 

 ○ 文章を読んで理解したことに基づき、自分の考えをまとめることについて、相当

数の児童ができている。 

  ・和食と給食のよさを伝える際のまとめとして、適切なものを選ぶ。 

   （小６１（４）：87.9％） 

  

○ 助詞を正しく使うことについて、相当数の児童ができている。 

・「目的地にはバスより電車の方が早く着く。」という文の「より」と同じ意味で 

「より」が使われている文を選ぶ。（小６３（５）：82.7％） 

  

● 筋道の通った文章となるように、文章全体の構成を考えることについて、課題が 

見られる。 

  ・意見文の書き出しの工夫ついて述べているものとして、最も適切なものを選ぶ。 

（小６２（１）:49.8％） 

  

● 自分の立場や意図を明確にし、メモをもとに自分の考えをまとめることについて、

課題が見られる。 

  ・＜メモ＞にある問題点についての解決方法を考えて書く。 

（小５２（５）:41.4％） 

 

● 文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを見付けて書くこ

とについて、課題が見られる。 

・＜コメント＞の一部を基に、自分の文章のよさを書く。 

（小６２（５）：30.7％） 

Ｒ３小6 全国調査（県平均）３５.８% 

「文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを見付ける」 

 

 

 

 

 

正答率が 80％以上であるものや、過去の調査等と比較して改善の傾向が見られるものを成果と

してまとめるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめている。 

 

※ ○は成果、●は課題を示している。 



  国語  成果や改善傾向の見られる問題例 【小学校５・６年生】 
 
（小学校５年生） 
○ 学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく使うことについて、改善傾向が見ら
れる。 

  
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

正答率：（１） ９２．０％  （２） ７６．６％ 
 

【令和４年度全国学力・学習状況調査】 小学校６年国語 ３三 ア イ ウ  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

正答率 ア 65.6％ イ 58.6％ ウ 68.2％ 

【正答】（１）エ （２）イ  

（１） 

（２） 



  国語  課題の見られる問題例 【小学校５・６年生】 
 
（小学校５年生） 
● 自分の立場や意図を明確にし、メモを基に自分の考えをまとめることについて、課
題が見られる。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答率：４１．４％ 

【誤答類型】誤答（54.5％） 無答（4.1％） 

 
（小学校６年生） 
● 文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを見付けることにつ
いて、課題が見られる。 

 

 

 

 

 

 

正答率：３０．７％ 

【誤答類型】誤答（62.5％） 無答（6.8％） 

（正答例）（サツマイモをさいばいするのがよいと思います。草ぬきなどの世話が大変という問題については，） 

草ぬきをする日や時間を決めたり，当番で順番したりすればよいと思います。（35 字） 

（白オクラをさいばいするのがよいと思います。さいばいがむずかしいという問題については，） 

 農家の方に教えてもらったり，インターネットで調べたりするとよいと思います。（37 字） 

（正答例）（わたしの文章のよさは，）タブレットを使うよさを伝えるために，自分の経験をもとに 

具体的に書いたり，自分とは異なる状況の人にとってのよさについても書いたりしたと 

ころです。（71 字） 

２ 

２ （５） 



（２）算数 

【第５学年】 

   実施児童数    10,086 人  

     設問数 16 問  

   平均正答率    53.8 ％  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第６学年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施児童数 10,625 人  

設問数 16 問  

平均正答率 55.8 ％  
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正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:人数〔人) 
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正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:人数〔人) 
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【結果から見られる成果（改善傾向）と課題】 

○  基本的な四則計算の技能や数の仕組みを理解することに成果が見られる。 

 ・分数の乗法の計算をすること（小６１(3)：79.3％） 

  ・分数の除法の計算をすること（小６１(4)：80.7％） 

 ・（２桁）×（１桁）の計算をすること（小６２(1)：88.3％） 
 

○  二つの観点から分類整理されたデータを読むことに成果が見られる。 

  ・折れ線グラフのめもりを正しく読むこと（小５６(1)：85.9％） 

 

〇 量が変わっても割合は変わらないこと（小６２（４）：49.0％） 

 R４小6全国調査（県平均）19.4% 「数量が変わっても割合は変わらないことを理解すること」 

 

●  小数の減法・除法の計算技能に課題が見られる。 

・整数-小数の計算をすること（小５１(1)：41.0％） 

・整数÷小数の計算をし、あまりを正しく求めること（小５１(2)：25.8％、小６１(2)：30.6％） 

 

●  割合の内容を理解することに課題が見られる。 

・比較量と基準量を使って、割合を求める式を立てること（小５５(2)：32.3％） 

 ・比較量が表す意味を理解すること（小６４(1)：40.5％） 

・割合を理解し、もとにする量を求めること（小６５(2)：23.3％） 
 

●  平面図形の面積を求める方法等を説明することに課題が見られる。 

  ・台形の面積の公式を導くこと（小６３(2)：27.6％） 

・複合図形の面積を求めるために、必要な長さを選ぶこと（小５４(3)：46.9％） 

 

●  データの特徴や傾向に着目し、問題を解決するために適切なグラフを選択して判断したり、

その結論について考察したりすることに課題が見られる。 

 ・グラフの目盛りに着目し、グラフを正しく読み取ること（小６５(1)：37.9％） 

 ・それぞれのグラフが表す事柄を読み取ること（小６５(3)：46.1％） 

 ・３つの折れ線グラフを見て、正しい情報を読み取ること（小５６(2)：45.2％） 

 ・概数の処理の仕方を理解し、それを正しく用いた折れ線グラフを選ぶこと 

（小５６(3)：41.3％） 

・複合型のグラフから必要な情報を読み取り、問題解決に生かすこと（小５６(4)：23.5％） 

 

 

  正答率が 80％以上であるものや、過去の調査等と比較して改善の傾向が見られるものを成果としてまと

めるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめている。 

※ ○は成果、●は課題を示している。 



 算数  成果や改善傾向の見られる問題例 【小学校５・６年生】 

 

（小学校６年生） 

○  量が変わっても割合は変わらないことの理解に改善傾向（継続課題）が見られる。 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答率：４９．０％ 

【誤答類型】２…43.2％ ３…7.7％ 

 

【令和４年度全国学力・学習状況調査】小学校６年算数 ２           正答率 19.4％  

 

   

  
 算数  課題の見られる問題例 【小学校５・６年生】 

（小学校５年・６年生） 

●  小数の減法・除法の計算をすることに課題が見られる。 

５年１ 

 

 

 

 

 

正答率：４１．０％ 

【誤答類型】ア…56.1％ 

【正答】 １ 

【正答】イ 

【正答】 ３ 



５年・６年１ 

 

 

 

 

 

正答率：５年…２５．８％  ６年…３０．６％ 

【誤答類型】５年 ア…35.4％ エ…22.3％ イ…16.0％ 

６年 エ…31.5％ ア…21.8％ イ…15.9％ 

 

（小学校５年生） 

●  複合型のグラフから必要な情報を読み取り、問題解決に生かすことに課題が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答率：２３．５％ 

 

（小学校６年生） 

●  割合を理解し、もとにする量を求めることに課題が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答率：２３．３％ 

【誤答類型】85000・30000…24.2％ 85000・83000…9.3％ 

【正答】 Ａ…ある Ｂ…３月から５月 Ｃ…２０ Ｄ…ない Ｅ…気温 Ｆ…入場者数 

【正答】ウ 

【正答】 ３００００÷８５０００ 

６ 

５ 


